
2020 年度 小委員会活動成果報告 
（2021 年 2 月 8 日作成） 

小委員会名 換気・通風小委員会 主 査 名：長谷川麻子 
就任年月：2018 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

環境工学委員会 
（空気環境運営委員会） 

委員長名：持田 灯 
主 査 名：大岡 龍三 

設 置 期 間    2019 年 4 月  ～  2023 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

・設置目的：室内気流，換気，通風に関連した諸問題の中で，全国調査，翻訳，既往文献

調査，規準作成など，学会内に研究組織を設けた共同研究により解明するのが適当な内容

について議論し，必要に応じてグループを設けて研究する。本小委員会はこれら作業ワー

キンググループの設立，運営，調整を行うことを主な目的とする。 
・2020 年度活動計画：各 WG の計画に基づいた活動を行い、それらの活動の成果は報告

書、学会論文、大会発表論文、シンポジウムなどの形態で公表する。 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：なし 

主査：長谷川麻子(熊本大) 
幹事：鳥海吉弘(東京電機大) 
委員：飯野由香利(新潟大)、内海康雄(舞鶴高専)、遠藤智行(関東学院大)、北山広樹(九州産

業大)、倉渕隆(東京理科大)、河野良坪(大阪工大)、小林知広(大阪大)、庄司研(大成

建設)、田島昌樹(高知工科大)、後藤伴延(東北大)、村田さやか(道総研)、山中俊夫(大
阪大)、吉野博(東北大) 

設置 WG 
（WG 名：目的） 

(1) 学校空気環境 WG：児童・生徒らの健康に配慮した室内温熱・空気環境を実現するこ

とを目的に、学校施設におけるエアコンや換気・通風の適切な利活用方法を検討す

る。 
(2) 自然換気・通風設計 WG：ZEB や BCP 等の目的でも近年注目されている自然換気技

術に関して、基礎研究のみならず、事例研究等に関しても最新の動向を調査する。特

に実建物での運用上の問題や自然換気性能について議論することで知見を蓄積し、

今後の自然換気のさらなる普及方法を考え、新たな問題点の抽出や設定すべき研究

課題等をまとめる事を目的とする。 
(3) 気密性能 WG：空気環境や温熱環境に大きな影響を及ぼす気密性能に関して、国内外

の基準や実態・測定法に関する近年の研究動向を調査し、気密性能の予測法や気密性

能が設備機器に及ぼす影響などについて議論し、新たな研究課題の設定やこれまで

の知見をまとめる事を目的とする。 
(4) 換気・通風性能評価 WG：換気計算や換気効率測定について、過去に提案されてきた

換気性能評価に関する多くの研究の整理を行うこと、及び近年提案されている換気

性能評価法を調査・研究することを目的とする。 

2020 年度予算   230,000 円 ホームページ公開の有無：なし 

委員会 HP アドレス：なし 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数      1 回（年度内計画を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
 

講習会                       

催し物 
（シンポジウム・セミナー

等） 
*能力開発支援事業委員会

承認企画 

 

大会研究集会 １．（名称）                      参加者数   名 
  （資料名） 



対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 
 

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 
次頁に WG ごとに記載 

委員会活動の問題点 
・課題 

次頁に WG ごとに記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2020 年度 小委員会活動 自己評価 
 

(中間年度評価・最終年度評価) 
 

総合評価 
(4 段階評価) A    B    C    D     

総合評価に関する 
自由記述欄 

(理由、特記事項等) 

(1) 学校空気環境 WG 
・目標の達成度：昨年度から開始した科研費研究を継続し、各地の学校施設にお

いて教室のみならず、災害時の避難所になる体育館についても調査を行い、室

内の空気・温熱環境の課題や対策に関する議論を行うことができた。さらに、

学校環境の若手研究者 1 名を新メンバーとして迎えることが決定した。 
・WG 活動の問題点・課題：感染拡大の折、計画通りの現場実測や WG 開催がで

きなかった。 
・WG 活動の総合評価：A 
(2) 自然換気・通風設計 WG 
・目標の達成度：自然換気建物の風圧係数データ等基礎研究の知見に加え、当該

WG の目標としている最新の事例調査を行い、高層建物での自然換気性能及び運

用実態に関する知見を着実に蓄えることができた。 
・WG 活動の問題点・課題：長期目標としていた日本語版ハンドブックの改定が

現状の売上げ部数の関係から困難な状況が課題として挙げられるが、成果発信の

学術的重要性に鑑み、今後は AIJES の刊行を目指して継続的に議論を行う。 
・WG 活動の総合評価：A 
(3) 気密性能 WG 
・目標の達成度：国内における気密性能の実態に関する調査および情報収集を行

うと共に、防湿層、気密層の施工が不十分であることに起因する結露発生事例の

情報収集を行った。更に、気密性能に関する海外の指針・基準の情報収集も併せ

て実施し、最適な気密性能の在り方について議論した。これまでの活動で得られ

た知見、情報を基に AIJES のコンテンツを整備した。 
・WG 活動の問題点・課題：気密性能に関する基準・指針の在り方について引き

続き議論し、AIJES の策定に向け作業を進める。 
・WG 活動の総合評価：A  
(4) 換気・通風性能評価 WG 
・目標の達成度：換気・通風・送風方式に関する計算・測定理論的な研究等を抽

出し、①熱線流速計によるシーリングファン気流の 3 次元計測、②損傷鉄筋コン

クリート壁の通気特性に関する研究、③隙間換気における 2 次式モデルの適用、

④有孔ダクト天井を用いた自然換気システム、⑤局所排気フードの捕集効率に関

する最近の話題、⑥通風を考慮した実住宅群の配置・形状計画に関する逆解析、

⑦両面バルコニーを有する戸建て住宅の通風性状 等について議論を行った。 
・WG 活動の問題点・課題：換気性能・通風性能に関する研究は多岐に渡り、今

後も調査を続ける次第である。 
・WG 活動の総合評価：B 

 総合評価は 4 段階(A>B>C>D)にて、自己評価すること。 
 中間年度における自己評価は、単年度の活動計画･目標に対する達成度にて、最終年度における自己評価は、

小委員会の設置目標に対する達成度にて評価する。自己評価の目安は以下の達成度レベルを参照のこと。 
A 評価：小委員会設置目標に対し、80%以上の達成度 
B 評価：小委員会設置目標に対し、70%から 80%の達成度 
C 評価：小委員会設置目標に対し、60%から 70%の達成度 
D 評価：小委員会設置目標に対し、60%以下の達成度 

 小委員会の活動に対し、第三者的評価･外部評価 (シンポジウム、セミナー等の催し物を開催した場合に収集
した参加者の評価など) に相当する情報がある場合には、その内容も記述すること。 

 
 


